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“Spiritual Aspects" of Enchi Fumiko’S Literature 
Eileen B. MIKALS-ADACHI* 
The ”traditions”of 1 apanese literature are deeply rooted in its long 
history, and it is interesting to note that women writers have played a 
major role in creating and maintaining these traditions. Moreover, 
“women’s literature”has become a tradition in itself, one that continues 
to the present day. Modern writers such as Enchi Fumiko seem to follow 
in the footsteps of their predecessors as they uphold the traditions 
originated by such women writers as Murasaki Shikibu. 
Familiar with Heian and Edo literature from an early age, Enchi 
Fumiko was strongly influenced by these classical works-a fact obvious 
in the underlying themes seen throughout her literature. And yet, 
although her modern translations of such works as Genji Monogatari are 
well known, few studies have been done regarding the influence of these 
classics on her literature. 乱fanyaspects of Enchi’s novels, such as the 
association of the seasons with emotions,the use of time and space in 
development of the story, or the suggestion of the existence of mysterious 
or supernatural elements, bring to mind the classical monogatari. Enchi 
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deals with Japanese women and their daily struggles with such problems 
as love, sexuality and old age. And, although the setting is usually a 
modern one, the unique strength possessed by these women is very of ten 
manifested through the use of elements taken from classical Japanese 
literature. Most outstanding is the manner in which Enchi brings the 
world of”living spirits" to the supposedly rational, modern world in her 
portrayal of Japanese women. While considering this type of Japanese 
spiritualism,this study will attempt to define how these “spiritual aspects” 
are used by Enchi and also to demonstrate that this type of fusion of 
classical and modern elements is a characteristic feature of Enchi Fumi-
ko’s literature. 
歴史の長い、奥の深い日本文学の中には神秘的、あるいは超現実的なもの
の伝統があるように思われます。それはたとえば『源氏物語jにおける「物
の怪jや「生霊J、能楽の「幽玄」、上田秋成の『雨月物語』など、私の数少
ない読書体験の中でも明らかであります。しかし、科学を信じ、合理主義を
尊重する近代では、その伝統はどのようになっているのであろうか、という
尽きない興味と関心が湧いて来ます。そこで研究すべき作家の名前が色々と
浮んで来るかもしれませんが、今日はその一人、円地文子さんについて発表
させて頂きたいと思います。
ご承知のように円地さんは幼い頃から王朝文学や江戸文学に親しまれてお
り、『源氏物語』などの現代語訳でもお名前はよく知られています。円地文学
を見ますと、古典の影響が見受けられると言うか、溢れているように思われ
ます。そのような古典的なものが円地文学の底に流れており、平安文学や江
戸文学から切り離して考えられない現代の文学であると言えるでしょう。
円地さんの小説の骨格は、どちらかと言えば、古典の物語的な要素、つま
り豊かな季節感、空間の巧みな使い方、めりはりの利いたストーリーの展開
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などがよく見受けられるのが特色です。それだけではなく、古典そのものか
らの題材を取り入れた作品もまた少なくありません。その例を上げますと、
平安朝の世界をモデルにした『花散里J、上田秋成のモチーフを取り入れた『二
世の縁拾遺J、能の要素を借りた『菊慈童』などとたくさんあります。ニのよ
うな古典文学の内容や様式を色濃く持っている円地文学の全体を見ますと、
何と言っても、神秘的、あるいは超現実的なものの存在を暗示する描き方が
目立つてくるように思われてなりませんo ここでそうした作品のリスト（本
稿末尾参照）を、気がつくままに抜き出してみました。勿論、未完成なもの
でありますが、それを見て頂ければ、円地文学の中に神秘的、特に「霊的な
もの」と関連する作品が多いということがおわかりになって頂けるのではな
いかと思います。
そのリストでは特に書いていませんが、これらの作品はすべて女性を主人
公にしています。円地文学は日常生活の中における女性のさまざまな愛、性、
老いという問題、そしてそれらに伴う苦しみや悩みを多く取り上げておりま
す。大部分の作品は近代の社会や生活習慣を背景としていますが、その中で
日本女性の一種の強さと言えるものが表現されています。それを表現するの
に、「霊的なもの」を用いているのが特長のように思われます。なかでも最も
よく使われている要素は想物と亙女性であるようですが、それが『源氏物語J
から影響を受けているように思われます。円地さんは『灯を恋う』という作
品の中に「愛読する古典といえば『源氏物語』が一番なのだJ°）と述べていま
す。そしてその中に「霊的なものj、つまり「生霊J，と関連する、孤独な六条
御息所に、円地さんは深い愛着を感じたようであります。この六条御息所の
モチーフは、円地さんの「霊」に関する考え方に大きい役割を果たしていま
す。
『女面Jという小説の中には主人公、栂尾三重子の書いた「野々宮記Jとい
うエッセイがありますが、それは円地さんの六条御息所論のようなものとな
っています。そのエッセイの中で、自我の強い六条御息所のことを、「当時の
最高貴族階級の女性の教養の中で猿霊的なものとして、発展して行くより仕
方のなかったように思われる」（2）と書いています。
また、『源氏物語のヒロインたち』という対談の中では六条御息所は「たい
へんな知識人であって、自我の強い人でもあった。しかしそれを隠してい
るんそのために、「懲霊現象に結びついていくようpiであると円地さんは話
しています。円地さんはこの六条御息所のモチーフを幾つかの作品に取り入
れますが、それは六条御息所の強さとその生霊で表現されたものに惹かれた
ようでありましょう。
その例として先ず円地さんの代表作『女坂Jを上げたいと思います。ご承
知のように『女坂Jの背景は明治時代でありまして、ストーリーは『源氏物
語jの世界と関係がありません。しかし、夫の妾と同居した上に、息子の嫁
と浮気する夫を見る主人公倫の苦しみは、平安朝の女性たちと相似点がない
とは言えないでしょう。倫はその状況にずっと耐えて当時の社会通念に基づ
く「良妻賢母jの役を果たしますが、次第にその道徳に不信を持つようにな
ります。そこで倫の中に、社会に押さえ付けられた役と自分自身、つまり自
我との闘いが始まります。
小説の終りになりますと、倫は死に臨んで「私が死んでも決してお葬式な
んぞ出して下さいますな。死骸を品川の沖へ持って行って、海へざんぶり捨
てて下されば沢山でございますJ4lという最後の強烈な言葉で、自分の気持を
表わします。倫の夫、白川行友の姪は倫の言葉を伝えようとしますと、彼女
は倫にのりうつられたようになりまして、真剣に倫の言葉を早口で言います。
結局、その一言で白川は妻の本心がわかるようになりますが、彼の自我に強
い響きを与えています。この小説は色々な面で『源氏物語Jを思い出させる
と言えますが、その世界がこの小説に一気に持ち運ばれるのはこの懇霊的な
ものを使用するクライマックスであろうと思います。
六条御息所の時代にはこの「生霊Jという信仰がありましたので、自我の
強い六条御息所はその生霊になるということを源氏は当然のことのように思
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っていた、と円地さんは解釈します。当時の「霊魂争い」の信仰などを見ま
すと、現実に精神的な悩みがあっても、それを超える別の世界、即ち魂の世
界のようなものがあったようです。
しかし、近代になりますと、もっと現実的で、その「霊魂争いJというよ
うな魂の世界の信仰が否定されています。そうしますと、倫のような女性が
精神的な悩みを解決する場所やその自我を表わす方法もなくなります。勿論
ここで『源氏物語』に見られる「生霊」そのままを、この小説に取り入れま
したら信じがたいものになりますが、円地さんは六条御息所のモチーフを暗
示して、その「生霊Jの要素を取り入れながら、倫とその夫のエゴイズムを
対抗させます。源氏にとって六条御息所の存在は重要であると同じように、
白川の中には倫のことも消えないでしょう、というような描写で『女坂』が
終ります。
結局、倫は六条御息所と同じように、自分の気持ちを押さえようとし、そ
して文その苦しみに耐えますが、その圧迫するような社会にさえ押しつぶさ
れない強い自我を持っていることがわかります。それはその自我が霊的なも
ので示されているからです。このように円地さんは魂の世界を色々な作品に
取り入れますが、今度は現在の社会、つまり合理的な社会を背景に据えてい
ます。そうしますと、その「生霊Jの信仰がなくなっているだけではなく、
女性が比較的に自由になり、自我を露わに生きることが出来やすくなってい
ますが、円地さんの描く女性は大抵小説家、芸術家、女優などという、想像
世界と関連する職業を通してその自我をとらえています。しかし、それでも
円地さんはその自我の底にある潜在意識の中に押えている部分があるように
見えて、それが特に老いと性の問題と結び付けて顕在化させております。し
かも、その潜在意識的なものを表現するのに、円地さんは「霊的なもの」あ
るいは「魂の世界Jを用いて、王朝文学の一種のデリカシーを日本文学に取
り戻しているように思われます。
そこで『遊魂』という作品を見てみたいと思いますが、これは昭和45年に
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書かれて、背景は現代となっています。同じ題名の短編集に『狐火Jと『蛇
の声Jという作品と一緒に入っていますが、円地さんは「『遊魂Jという中編
集にまとめられている三つの作品などまさに、『源氏Jの六条御息所のモチー
フが自分の作品に投影しているのだと思う」（5）と『うそ・まこと七十余年Jの
中で説明しております。そしてまた「『狐火J『遊魂J『蛇の声Jの三つのうち
で『遊魂』を書名に選んだ、のは、三つの作品に共通したモチーフがこの題名
に龍っているように思われるからである」（6）と円地さんはその「あとがきJで
述べております。
「遊魂」という短編のストーリーは、主人公の小説家蘇芳が葵祭りを見に行
っているところから始まります。その祭りによって蘇芳は源氏のいる幻の世
界にひき入れられる様子でありますが、『源氏物語』と関連する明白な描写は
これに限られています。しかし、題名のように遊魂の世界が描かれておりま
すし、その中には「生霊」の要素が含まれています。
蘇芳はきちんとした60歳前後の女性でありますが、肉体的に老いて行くと
しても、「心のうちは案外、時ならずはなやいで、折々は、四十年五十年前の
童女のように無邪気に美しい着物の色をたのしんだり、夢みごこちに、人を
恋していたりする」（7）と描かれております。地味な着物を着る蘇芳はその下に
派手な祷枠を着ます。それと同じように、外面的に地味であっても蘇芳の中
に現実に満足させられない’性への欲望を秘めております。その悩みは蘇芳が
幻の女と出会うところで表しておりますが、蘇芳は苦しくなる時、その声が
聞こえてきます。幻の女との最初の会話では「自分で着てしまった着物は今
更そう場場ぬげるものではありませんよ。」（8）又は「息子のような年の男が好
きになったって、何もはずかしがったりする必要はないと思っているけれど
も、私の皮肉になってしまっている着物はそれを素直に受取らないのよ」と
蘇芳が語ります。それに対して幻の女は「私があなたの代りになってあげょ
うかしら…」（9）と言って消えます。
結局、そこから蘇芳は義理の息子と、彼の夢の中で結ばれますが、その幻
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の女は蘇芳とまるで正反対でありながら、彼女は誰も知らない蘇芳が押えて
いる自分でありまして、ここで蘇芳の生霊のようなものとなっています。蘇
芳とその幻の女の声との会話をもう一度見ますと、「女が年とって恋愛しては
何故悪いのとむきになって考えるあなたは面白いわ、だけど口でいう半分も
三分のーも、現実にあなたには空を羽ばたくような大胆さはない」と幻の女
が言います。そして、そのために、「あなたから離れて、自由に動き出そうと
する自分が生まれて来た」 (IO)と説明します。
小説の終り近く、蘇芳の生霊と言うか、遊魂が自分の中からぬけ出して昔
から好きだった息子のような年下の男に会いに行きます。それもその男の夢
の中で彼を誘い出して結ぼれるのです。蘇芳がこのように生霊になって二人
の男と結ぼれることは、相手が自分との経験を記憶づけられたに違いないと
思いながらも、それが自分だけの世界なのであろうかとも悩みます。しかし、
蘇芳に聞えてくる幻の声とその生霊のような現象は、「自分の本性のうちに住
む孤独J'1＂を示していることは確かであります。
蘇芳は「個が数の中に失われて行く世界でも、自分とだけ内応することを
知っている」仰のは、女であるという結論を出しますが、その内応というのは
円地さんが「生霊Jという現象と結び付けているように思われます。円地さ
んは『遊魂』の「あとがきJの中に、次のように述べております。「現実の自
分の肉体の占めている時空とは別の境に存在する別の自分があり別の相手が
あるという仮想は、私のうちにここ数年来、自然に芽生え育っている。云わ
ばこの作品集は、そうした想念を文学化の路線に乗せて行なった試みとも言
えようか」と0(13) 
その想念を表わすのに「生霊Jの要素を円地さんが使うということは、古
典からの現象の解釈になると思います。そして、その想念が円地さんのよう
な現代作家の中に自然に育つということは、古典から強く影響されているこ
とであり、またこの遊魂の世界が何代かに伝わってきた日本的な神秘の一面
を示しているのではないでしょうか。
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『遊魂』という作品の中にはこの霊や魂の世界は「夢Jと結び付けておりま
すが、この妄想のような世界は、やはり古典の影響から来まして、そして、
円地さんの「霊」に関する概念に含まれていると思います。そこで最後にも
う一つの作品『小町変相jについて少し話したいと思います。昭和40年に書
かれたこの作品の背景も又現代となっていますが、主人公後宮麗子は、古典
女流歌人小野小町の生き方に重ねて描かれております。
「思ひつつ寝ればや人の見えつらむ夢を知りせば覚めざらましを」や、「う
たた寝に恋しき人を見てしより夢てふものは頼みそめてき」(14)のような小野
小町の歌と最も関連しているイメージは、夢であるようです。それと同じよ
うに夢が『小野変相Jの後宮麗子にとっては、自己満足が出来るために重要
なものとなっています。美貌のこの年老いた女優は小町と同じように若い時、
辛い恋愛の経験がありまして、その結果は愛が信じ難いものとなっています。
それでも真実の愛を探しつづける彼女は、いつの間にか夢を求める小町と共
通してきます。しかも、 60歳を越えている後宮麗子は「卒都婆小町J又は「関
寺小町jのように老いの問題をかかえておりますし、子宮癌の手術を受けた
ための肉体のうつろいをも嘆いています。
そのために、後宮麗子は愛される男と結ぼれるのは夢の中でしか実現出来
ませんo癌が再発した彼女はみじめな姿になって行くのが耐えられませんの
で、死を覚悟の上で舞台に出、小説はクライマックスに運ばれます。結局、
現実の自分が老いて行くということがあっても、そのもう一人の自分、つま
り自分の美しい姿は舞台の上で、また夢の世界で残すことになります。ここ
で円地さんの新しい小町説も説かれていますが、それは後宮麗子が主演する
最後の芝居「小町変相」によって明らかになります。その内容は小町の「あ
なめ」伝説、つまり、薄原の中に「あなめ」という声がして、僧が立ち寄っ
てみると、慣棲があってその目から薄が生え出ていた、抜き取ってやると、
それが小町の髄穫であったという話に似ています。しかし、円地さんの説に
よりますと、「死骸になって野中に捨てられた小町の暢穫は眼嵩の穴から生え
?
出た薄にあなめ、あなめと苦しめられながら、それをぬき取ってくれた僧の
前に、盛りのころの美しい姿をあらわして、又も僧を迷いに誘いこもうとす
るJ°5）のであります。結局、麗子は自分の美しい姿を残したい気持ちと同じよ
うに円地さんは、小町伝説を小町の美しい姿で終わらしたいようであります。
ただし、それと同時に美しい人を永遠化するのは夢の中、又はその戯曲を書
いた信楽高見の想像の中にしか出来ないということを強調しているようでも
あります。そして、この老いと性の問題を超える力は、その現実と別の世界
があるからこそ与えられると言えるのではないかと思います。
f遊魂jにおいて、老いと性の問題が妄想の中で解決する様子は『小町変相j
の中に再現されています。蘇芳は肉体的に自分の欲望を満足させる力がある
としても、精神的に不可能でした。麗子はその逆であります。しかし、二人
とも共通する点は老いの問題をかかえてない「魂Jを持っています。彼女た
ちはその魂を通して現実を超えて、まるで妄想のような世界で、自分の中の
悩みに決着をつけています。
このように円地さんは女性のさまざまな問題を描きますが、彼女たちはそ
れと対抗するのに「霊的」な要素を用いるということは氏の一つの大きな特
徴になっていると思います。そこで円地文学の中には古典的なものが流れて、
円地さんの古典への関心だけではなく、その解釈を暗示するものもまた多い
ようであります。その中に円地さんの新しい、近代的な「霊的なものJが生
れてくるようでもあります。色々な意味で豊かな文学でありますが、日本の
現代社会を描きながら、古典から伝わってきた霊的なものへの一つの道を拓
いたということができるでしょう。
円地先生は昨年の11月に亡くなられましたが、私はちょうど昨年のこの集
会に出席しまして、その二日目の帰りにお亡くなりになったという知らせを
受けました。今年の集会は円地先生の一周忌、に当たりますが、こうして発表
させて頂きましたことを何かのご縁だと思い、心からお礼を申し上げます。
作 ロロ 年（昭） 号:J. 的 な 要 素
生霊 j積物 幽霊 化物 狐 亙女 夢 台E
散文恋愛 11 ． ． ． 
原罪 13 
女の冬 14 ． 
ひもじい月日 28 ． 
動い紫陽花 29 ． 
男のほね 31 ． 
妖 31 ． ． 
家のいのち 31 ． 
高野山（僧房夢） 32 ． 
信天翁 32 ． 
別荘あらし 32 ． 
二世の縁拾遺 32 ． ． 
花散里 32 
女坂 32 ． ． ． 
東京の土 33 ． 
女面 33 ． ． ． ． 
私も燃えている 34 ． ． 
なまみこ物語 34 ． ． 
朱を奪うもの 34 
やさしき夜の物語 35 ． ． 
愛情の系譜 35 ． ． ． ． 
傷ある翼 35 ． 
女帯 36 ． ． ． 
女の繭 36 ． ． 
渦 37 ． 
， ． 
めくら鬼 37 
終の棲家 37 ． 
小さい乳房 37 
仮面世界 38 ． 
鹿島締諌 38 ． ． 
雪燃え 39 ． 
人形姉妹 39 ． ． 
賭けるもの 39 
小町変相 40 ． ． 
あざやかな女 40 ． 
虹と修羅 40 ． 
四季の夢 41 ． 
狐火 43 ． 
遊魂 45 ． ． 
蛇の声 45 ． 
彩霧 51 
食卓のない家 53 ． ． 
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討議要旨
Shirane Haruo氏より、源氏物語では「執着」という問題と結びついて、
「罪Jということがあると思うが、円地文子の場合「執着Jは何度も出るが「罪」
の方は、あまり結びついて意識されていないのではないか、との質問があっ
た。発表者は「円地の描く女性は、悪い女、罪のある女ではなく、外からの
圧迫によって自分の中におさえている部分があり、それを示したいという気
持に執着するのだ、と私は読んでいますJと答えられた。
長谷川泉氏より、円地文子の時代背景として、ロッジとかメーテルリンク
などの心霊学の影響を考えていくべきだ、とのコメントがあった。
吉村光男氏より、霊的なものと写実的なもののバランスで、日本文学を見
ていくと良いとのコメントがあり、孫久富氏より中国古典とも関連させて考
えることが出来るとの、意見が述べられた。
発表者は、円地文子自身から聞いた話しなども加えられ、円地が常に「霊
的なもの」という概念を身に付けていたと推定して、述べられた。
